
エグゼクティブサマリー

事業名：データに基づく薬局選択に係る行動変容促進のためのモデル構築事業

健保名：社会保険支払基金健康保険組合

【背景・課題】
• レセプトから見える課題：当健保のレセプデータによると、複数薬局で調剤を受けている患者や複数の医療機関から同一成分の医薬品を
処方されている患者が存在している。

• コロナ禍による健康課題：慢性疾患を抱える加入者にとっては、継続的な服薬のフォローが必要であるにもかかわらず、コロナ禍の受診控
えによって身体的・経済的負担に加え、心理的負担が加わり、受診中断に繋がっている可能性がある。

⇒ 当健保の課題はいずれも、かかりつけ薬局/薬剤師の利用率が低く、医師・薬剤師による一元的・継続的な服薬管理が行われていないこ
とに起因する可能性がある。

【目的】
「調剤を受ける薬局を1つに絞ること」や「かかりつけ薬局/薬剤師を持つことの重要性」など薬局のかかり方や「リフィル処方箋」について周
知・啓発することを目的とした取組みを実施し、加入者の健康増進及びその結果としての医療費適正化を本事業の目的とする。

背景・目的

取組① かかりつけ薬剤師啓発のリーフレット送付

かかりつけ医・かかりつけ薬剤師等を周知し、自らの服薬管理への関心を高めるための情報発信を行った。

かかりつけ薬局をお薬手帳に記載またはかかりつけ薬剤師を登録した加入者に対するインセンティブ付与を行った。

取組② 現状・課題把握のためのアンケート調査

当健保加入者における現状の把握及び課題の明確化のためにアンケート調査を実施した。

取組③複数薬局利用者への個別アプローチ（23年度、24年度）

【個別勧奨通知の送付】 自身の服薬状況を振り返り、薬剤師へ相談するためのきっかけの創出や薬剤師への情報提供の正確性・利便性の向

上を図るため、レセプトデータから抽出したハイリスク患者を対象に個人の服薬状況に応じた個別通知を送付した。

【電話勧奨】 行動変容をより強く促進するとともに、今後の施策の改善につなげるため、取組③にてリーフレットを送付したハイリスク者を対象にか

かりつけ薬局選択に関する電話による勧奨連絡を実施。

事業内容

取組① かかりつけ薬剤師啓発のリーフレット送付
送付枚数：4,205名 かかりつけ薬局/薬剤師の登録報告：288名 ⇒ かかりつけ薬剤師指導管理料の算定回数：＋29回(取組前年度比)

取組② 現状・課題把握のためのアンケート調査
送付数：4,534名 ⇒ 回答数：1,950名(対象者の43%)

取組③ 複数薬局利用者への個別アプローチ（23年度、24年度）
【かかりつけ薬局/薬剤師にかかる個別勧奨通知の送付】 送付枚数：958名 【同電話勧奨】 架電数：のべ1,119名
【リフィル処方箋にかかる個別勧奨通知の送付】 送付枚数：218名
⇒2024年6-11月レセプトで処方箋の発行がある876名のうち、552名(63%)が利用薬局数の減少がみられ、398名(45%)は1つの薬局のみの
利用に変化。レセプト上で「リフィル処方箋」が算定された患者数が2024年4月-11月までで7名増加

効果・成果



１．目的

当健保の課題 本事業の目的

▪患者のための薬局ビジョン以降、かかりつけ薬局
等の普及に向けて行政施策が実施され、リフィル
処方箋の導入も実現した。
▪今後さらに服薬期間中の医師・薬剤師によるサ
ポートが必要不可欠になってくるもののかかりつ
け薬局/薬剤師・リフィル処方箋に関する保険者に
よる先行前例はない。

▪レセプトから見える課題：当健保のレセプデータに
よると、複数薬局で調剤を受けている患者や複数
の医療機関から同一成分の医薬品を処方されてい
る患者が存在している。
▪コロナ禍による健康課題：慢性疾患を抱える加入
者にとっては、継続的な服薬のフォローが必要であ
るにもかかわらず、コロナ禍の受診控えによって身
体的・経済的負担に加え、心理的負担が加わり、
受診中断に繋がっている可能性がある。

「調剤を受ける薬局を1つに絞ること」や「かかりつけ
薬局/薬剤師を持つことの重要性」など薬局のかかり
方や「リフィル処方箋」について周知・啓発することを
目的とした取組みを実施し、加入者の健康増進及び
その結果としての医療費適正化を本事業の目的とす
る。

当健保の課題はいずれも、かかりつけ薬局/薬剤
師の利用率が低く、医師・薬剤師による一元的・継
続的な服薬管理が行われていないことに起因する
可能性がある。



２．事業内容

【リーフレットイメージ】 【アンケート結果イメージ】

【リーフレットイメージ】

かかりつけ医・かかりつけ薬剤師等を周知し、自らの服薬管理への関心

を高めるための情報発信を行った。

– かかりつけ薬局/薬剤師等のメリットや活用法に関するリーフレットの作

成・配布

かかりつけ薬局をお薬手帳に記載またはかかりつけ薬剤師を登録した加

入者に対するインセンティブ付与を行った。

取組①

かかりつけ薬剤師啓発のリーフレット送付（22年度）

当健保加入者における現状の把握及び課題の明確化のためにアンケー

ト調査を実施した。

取組②

現状・課題把握のためのアンケート調査（22年度）

【個別勧奨通知の送付】
自身の服薬状況を振り返り、薬剤師へ相談するためのきっかけの創出や

薬剤師への情報提供の正確性・利便性の向上を図るため、レセプトデー

タから抽出したハイリスク患者を対象に個人の服薬状況に応じた個別通

知を送付した。

取組③複数薬局利用者への個別アプローチ等（23年度、24年度）

【電話勧奨】

行動変容をより強く促進するとともに、今後の施策の改善につなげるため、

取組③にてリーフレットを送付したハイリスク者を対象にかかりつけ薬局選

択に関する電話による勧奨連絡を実施。



３．PFS事業の支払条件・ロジックモデル



４．主な活動報告 取組① かかりつけ薬剤師啓発のリーフレット送付（22年度下期）

【リーフレットイメージ】

＜概要＞

目的：かかりつけ薬局/薬剤師を周知し、自らの服
薬管理への関心を高めるための情報発信

対象者：全加入者

配布時期：2023年3月

配布方法：各職員へ机上配布
（被扶養者へは職員から共有）

＜狙い＞

• お薬手帳へのかかりつけ薬局の記入、かかり

つけ薬剤師の登録に対して、インセンティブを

付与することで、活用の促進を図る

• インセンティブの付与にあたって、かかりつけ薬

局/薬剤師の登録の報告を必須とすることで、

活用人数を把握する

【報告フォームイメージ】



４．主な活動報告 取組② 現状・課題把握のためのアンケート調査（22年度下期）

＜概要＞

目的：かかりつけ薬局・薬剤師を利用していない理由を特定する

対象者：被保険者

実施時期：2023年3月

回答数（回答率） 総数

総数 1,950（43%） 4,534

男性

女性

872（41%） 2,151

1,078（45%） 2,383

単位：人

性
別

3（4%） 70

20代

30代

40代

50代

60代

70代

308（47%） 655

151（40%） 376

688（43%） 1,592

707（51%） 1,387

87（19%） 454

年
齢
分
類

＜回答者サマリ＞



４．主な活動報告 取組③-1 複数薬局利用者への個別アプローチ等（23年度、24年度）

＜かかりつけ薬局/薬剤師活用にかかる個別勧奨通知の送付＞

目的：自身の服薬状況を振り返り、薬剤師へ相談するためのきっかけの創出や薬剤師への情
報提供の正確性・利便性の向上を図る

対象者：レセプトデータから抽出した複数薬局利用者（計957名）を対象
* 2021年度の医科外来レセプトにおいて、連続する3か月間で2薬局以上の利用がある者

実施方法：個人の服薬状況に応じた個別通知を自宅へ送付

実施時期：2024年4月

【リーフレットイメージ】



４．主な活動報告 取組③-2 複数薬局利用者への個別アプローチ等（23年度、24年度）

＜リフィル処方箋活用にかかる個別勧奨通知の送付＞

目的：長期処方を受けている患者に対してリフィル処方箋の活用を周知するため

対象者：レセプトデータから抽出した複数薬局利用者（計218名）を対象
* 2018年度～2022年度において、同一の成分の薬剤が複数回以上処方されている、かつ、のべ処方日

   数が180日以上の生活習慣病・アレルギー疾患にり患している者

実施方法：個人の服薬状況に応じた個別通知を自宅へ送付

実施時期：2024年4月
【リーフレットイメージ】



４．主な活動報告 取組③-3 複数薬局利用者への個別アプローチ等（23年度、24年度）

＜かかりつけ薬局/薬剤師活用にかかる
電話勧奨＞

目的：通知の送付と併せて、行動変容の
より強い促進および、かかりつけ薬局/薬

剤師を持つことへのハードルをヒアリング
するため

対象者：レセプトデータから抽出した複数
薬局利用者を対象

実施方法：対象者の社用番号へかかりつ
け薬局選択に関する電話による勧奨連絡
を実施

実施時期：2024年4月～6月頃

【アウトバウンドコールのフロー】



５．保健事業としての成果と評価 取組① かかりつけ薬剤師啓発のリーフレット送付（22年度下期）

検証項目➀ かかりつけ薬局の記入・かかりつけ薬剤師の登録の報告者数

配布対象人数：4,205名

報告者数：288名
配布対象者（全被保険者）のうち、約7%の方が

かかりつけ薬局/薬剤師の登録を実施

検証項目② レセプトにおける「かかりつけ薬剤師指導管理料」の算定患者数

「かかりつけ薬剤師指導管理料」の算定患者数の推移

「か
か
り
つ
け
薬
剤
師
指
導
管
理
料
」の

算
定
者
数
（人
）

50 57

86
71

2021年度 2022年度 2023年度 2024年4-11月

+29

2023年3月
リーフレット送付

リーフレットの送付により、かかりつけ薬局/薬剤師への意識が向上。
（低コストな机上配布としたことで、今後も継続的な取組みが可能）



５．保健事業としての成果と評価 取組② 現状・課題把握のためのアンケート調査（22年度下期）

Q かかりつけ薬局の選定理由を教えてください（複数回答可）（n=168）

Q かかりつけ薬局を持ってよかったことを教えてください（複数回答可）n=169

95

52

34

5

4

特になし

複数の医療機関から出ている薬の
相互作用や副作用を確認してくれる

処方した医師に薬の相談をしてくれる

いつでも（夜間や休日）
薬の相談に応じてくれる

その他

88

87

11

8

7

病院・診療所の近くにあるから

自宅・職場の近くにあるから

土日や夜間も営業しているから

その他

信頼できる薬剤師がいるから

アンケート結果の抜粋：「かかりつけ薬局」をもっている回答者

「かかりつけ薬局」をもっている回答者に関しても、自宅ではなく病院の近くであったり、効果
的な活用ができていないと感じている方も存在する



５．保健事業としての成果と評価 取組② 現状・課題把握のためのアンケート調査（22年度下期）

145

121

99

80

かかりつけ薬局にして良いか分からないから

かかりつけ薬局の仕組みを知らなかった

その他

かかりつけ薬局を持つメリットが分からないから

Q 普段使用する薬局を1か所に絞らない理由を教えてください（複数回答可）（n=1,370）

1,201

161

75

病院・診療所ごとに近い薬局を
利用する方が便利だから

その他

使用する薬局を１か所に絞ることの
メリットが分からないから

無回答 0

アンケート結果の抜粋：「かかりつけ薬局」をもっていない回答者

Q かかりつけ薬局をお薬手帳に記載していない理由を教えてください（複数回答可）（n=411）

そもそも「かかりつけ薬局」の仕組み自体の認知度が低いことや、「かかりつけ薬局」をも
つことのメリットが周知されていない



５．保健事業としての成果と評価 取組③ 複数薬局利用者への個別アプローチ（23年度、24年度）

＜検証方法の概要＞

検証対象：個別アプローチ*を行った計958名のうち、検証期間に処方箋の
発行がある876名  * 2021年度の医科外来レセプトにおいて、連続する3か月間で2薬局以上の利用がある者

検証期間：電話勧奨終了後の2024年6月～11月のレセプト

検証方法：検証期間において、連続する3か月間で利用した薬局数の推移を調査

【A病院】 【A薬局】

【B薬局】

【A病院】

【A薬局】

【アプローチ前】

それぞれの病院の門前薬局を利用

【B病院】

【アプローチ後】

異なる病院でも1つの薬局を利用

【B病院】

【行動変容が認められる場合のイメージの例】



５．保健事業としての成果と評価 取組③ 複数薬局利用者への個別アプローチ（23年度、24年度）

個別アプローチを行った患者の利用薬局数の変化

検証対象の876名のうち、552名(63%)が利用薬局数の減少がみられ、
398名(45%)は1つの薬局のみの利用に変化

1薬局

（
取
組
前
）
２
０
２
１
度
の
利
用
薬
局
数

2薬局 3薬局 4薬局 5薬局 6薬局

2薬局

3薬局

4薬局

5薬局

6薬局

7薬局

8薬局

（取組後）2024年6月-11月の利用薬局数

281 169 63 17 1 -

90 80 33 20 5 -

20 26 17 10 2 2

5 8 7 4 1 1

1 3 2 2 - -

1 - - - 2 1

- - - 1 - 1

減少 変化なし・増加計552名 計324名

*連続する3か月の薬局利用数のうち、最も利用薬局数が多い期間を採用



５．保健事業としての成果と評価 取組③ 複数薬局利用者への個別アプローチ（23年度、24年度）

2024年4月-11月

92回

83名

28回

22名

４回

3名

25,304枚

4,973名

13,243回

2,694名

各診療行為の算定人数・回数の推移

服薬情報等提供料

2023年度
()内は前年度比

2022年度

重複投薬・相互作用
等防止加算

145回(138%)105回回数

124名(148%)84名人数

回数

人数

外来服薬支援料
回数

人数

13回(81%)16回

13名(100%)13名

８回(400%)2回

1名(50%)2名

全処方箋
39,856枚(109%)36,625枚枚数

5,864名(102%)5,792名人数

特に、「重複投薬・相互作用等防止加算」については、増加傾向にあり、薬局活用
の促進効果と考えられます。

服薬管理指導料
（３月以内再度処方箋・手帳あり）

回数

人数

20,661回(107%)19,235回

3,174名(104%)3,040名



５．保健事業としての成果と評価 取組③ 複数薬局利用者への個別アプローチ（23年度、24年度）

検証項目

レセプト上で「リフィル処方箋」が算定された患者数の推移

19

7
11

8

7

2022年度

15

1819

2023年度 2024年4月-11月

0

2024年3月
リーフレット送付

新規利用者

継続利用者

「リフィル処方箋」の算定患者数の推移

2024年4月-11月までで7名増加しているため、2023年度の伸び率以上
が期待できますが、継続した啓発活動が必要と考えられます。

「リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
」の

算
定
者
数
（人
）

うち通知対象者
1名



６．PFS事業としての成果①

成果指標①：お薬手帳へのかかりつけ薬局記入者及びかかりつけ薬剤師登録者の増加人数

取組前後において、お薬手帳へのかかりつけ薬局記入者(a)及びかかりつけ薬剤師登録者(b)の増加数をカウント
する。

＜判定方法＞ (a)は、加入者へのアンケートにより把握、(b)は、レセプトデータより、「かかりつけ薬剤師指導料」
の算定回数から把握する。

※(a)におけるお薬手帳へのかかりつけ薬局の記入とは、服薬管理指導料の要件である「患者が普段利用する薬局の名称をお薬手帳に記載する」ことを指す。

（a）かかりつけ薬局の記入・かかりつけ薬剤師の登録の報告者数

配布対象人数：4,205名

報告者数：288名
配布対象者（全被保険者）のうち、約7%の方が

かかりつけ薬局/薬剤師の登録を実施

（ｂ） レセプトにおける「かかりつけ薬剤師指導管理料」の算定患者数

「かかりつけ薬剤師指導管理料」の算定患者数の推移

「かかりつけ薬剤
師指導管理料」の
算定者数（人）

50
57

86
71

2021年度 2022年度 2023年度 2024年4-11月

+29

2023年3月
リーフレット送付

【再掲】

【再掲】

⇒かかりつけ薬局/薬剤師の登録効果は限定的であった。今後は薬局との連携も視野に入れることが考えられる。



６．PFS事業としての成果②

成果指標②：薬局のかかり方に改善があった加入者数

レセプトデータを活用し、複数薬局利用から1薬局の利用となった加入者(a)及び重複投与・多剤投与等が改善された加入者(b)を個
別にトラッキングし、該当人数をカウントする。

＜判定方法＞

（a）に該当する患者の判定方法
（複数薬局利用から1薬局利用になった場合の例）

2021/8診療分

A医療機関
医科レセプト

2021/8診療分

B薬局
調剤レセプト

2021/8診療分

C薬局
調剤レセプト

2022/8診療分

A医療機関
医科レセプト

2022/8診療分

B薬局
調剤レセプト

2022/8診療分

C薬局
調剤レセプト

B薬局に
集約

（b）に該当する加入者の判定方法

レセプトデータより、「重複投薬・相互作用等防止加
算、服薬状況提供料、外来服薬支援料」のうち、い
ずれかの算定がある加入者を対象とする。

かかりつけ薬局を決めておらず、
B薬局及びC薬局を利用

B薬局をかかりつけ薬局とし、
調剤をうける薬局を1つに集約

検証対象の876名のうち、
398名(45%)が1つの薬局の
みの利用に変化

2022年度 2023年度 増減数

重複投薬・相互作用等防止加算 84 124 +40

服薬情報等提供料 13 13 +0

外来服薬支援料 2 1 ▲1

＜成果＞

【再掲】

⇒個別勧奨の結果、薬局のかかり方については大きく改善が確認された。



６．PFS事業としての成果③

成果指標③：医師・薬剤師の連携による適切な服薬管理のもと、リフィル処方箋を処方された加入者数

レセプトデータをもとに、個別アプローチ対象者の受診行動の変化を個別にトラッキングし、「リフィル処方箋」の算定された人数をカ
ウントする。

診察料＋調剤料

診察料＋調剤料

診察料＋調剤料

診察料＋調剤料
（リフィル1回目）

調剤料（2回目）

調剤料（3回目）

（参考）リフィル処方箋による医療費適正化のイメージ リフィル処方箋を3度使用する場合は、
受診回数が
3回から1回へと減少

通常の処方箋の医療費 リフィル処方箋の場合の医療費

19

7
11

8

7

2022年度

15

1819

2023年度 2024年4月-11月

0

2024年3月
リーフレット送付

新規利用者
継続利用者

「リフィル処方箋」の算定患者数の推移

「リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
」の

算
定
者
数
（
人
）

うち通知対象者
1名

【再掲】

⇒リフィル処方箋については、加入者への働きかけのみで実績を引き上げるのが難しい可能性がある。



７．今後の事業方針

電話勧奨の結果（抜粋）

電話勧奨の結果、かかりつけ薬局/かかりつけ薬剤師の活用に関して前向きな回答が
約半数と高率であったため、継続的なアプローチの要否について検討する。

Q 今後、受診の度に処方箋を毎回1つの薬局に
      統一して持ち込むことは可能でしょうか？

考える

しない、できない

わからない

今は決められない

その他

Q 今後、「かかりつけ薬剤師」をご検討いただけ
ますでしょうか？

考える

しない、できない

わからない

今は決められない

その他
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